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向
春
の
候
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

31
年
目
を
迎
え
た
平
成
と
い
う
時
代
を
振
り
返
る
と
、
バ
ブ
ル
の
好
景
気

と
そ
の
後
の
崩
壊
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
加
え
、
消
費
税
の
導
入
や
増
税
、

政
権
交
代
、
未
曽
有
の
震
災
、
諸
外
国
の
台
頭
等
、
数
え
上
げ
れ
ば
き
り
が

あ
り
ま
せ
ん
が
、
激
動
の
時
代
だ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

い
よ
い
よ
５
月
に
は
、
改
元
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
ま
す
。
今
回
の

改
元
は
、
天
皇
陛
下
が
ご
存
命
の
ま
ま
迎
え
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
こ
れ
ま

で
と
は
違
い
、
お
祝
い
ム
ー
ド
の
中
、
新
し
い
時
代
の
到
来
を
感
じ
ら
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

世
界
に
類
を
見
な
い
少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
に
直
面
し
て
い
る
日
本
に

お
い
て
、
新
た
な
時
代
に
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
打
破
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
と
行
動
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
富
山
県
に
お
い
て
も
、
今
年
は
富
山
湾
が
加
盟
す
る
「
世
界
で
最
も

美
し
い
湾
ク
ラ
ブ
」
の
世
界
総
会
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
来
年
に
は
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
控
え
て
い
ま
す
。
海
外
や
首
都

圏
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
込
み
、
富
山
県
の
更
な
る
発
展
に
繋
げ
る
施
策
作

り
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
富
山
県
に
暮
ら
す
私
た
ち
ひ
と
り

ひ
と
り
が
夢
と
希
望
を
も
っ
て
一
歩
踏
み
出
せ
る
土
壌
づ
く
り
に
邁
進
し
て

い
き
ま
す
。
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２
月
定
例
会
は
、
新
年
度
予
算
に
係
る
議
会
に
な
る
た
め
、
例

年
最
も
審
議
時
間
が
長
く
、
会
期
も
長
い
定
例
会
に
な
っ
て
い
ま

す
。当

局
は
、
新
年
度
に
向
け
て
、
秋
か
ら
事
業
の
継
続
や
廃
止
、

新
規
事
業
に
つ
い
て
検
討
に
入
り
ま
す
。
そ
し
て
年
が
明
け
た
１

月
下
旬
か
ら
、
知
事
が
各
部
局
に
対
し
て
方
針
や
各
事
業
の
詳
細

な
説
明
を
求
め
る
「
知
事
ヒ
ア
リ
ン
グ
」
が
実
施
さ
れ
、
定
例
会

に
か
け
る
新
年
度
予
算
案
が
作
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

一
方
、
私
た
ち
自
民
党
会
派
は
、
政
務
調
査
会
を
中
心
に
新
年

度
の
重
点
事
業
や
予
算
配
分
に
つ
い
て
、
知
事
に
申
し
入
れ
る
新

年
度
案
を
作
り
、
例
年
２
月
上
旬
に
知
事
と
党
折
衝
を
行
っ
て
い

ま
す
。

来
年
度
は
、
土
木
工
事
の
十
分
な
予
算
確
保
や
、
農
業
用
水
で

の
事
故
多
発
を
受
け
た
農
業
用
水
の
管
理
予
算
、
県
立
学
校
の
エ

ア
コ
ン
設
置
や
老
朽
化
施
設
の
対
策
、
富
山
南
警
察
署
の
建
設
や

交
番
の
建
て
替
え
と
、
そ
の
安
全
対
策
等
、
様
々
な
項
目
に
つ
い

て
積
算
を
繰
り
返
し
、
自
民
党
案
を
申
し
入
れ
ま
し
た
。

ま
た
政
策
的
に
は
、
自
民
党
Ｐ
Ｔ
で
進
め
、
２
月
定
例
会
で
上

程
す
る
予
定
の
「
中
山
間
地
域
に
お
け
る
持
続
可
能
な
地
域
社
会

の
形
成
に
関
す
る
条
例
（
案
）
」
を
根
拠
と
し
た
組
織
改
編
や
施

策
に
つ
い
て
、
ま
た
産
業
や
教
育
、
観
光
等
の
分
野
に
お
い
て
も

多
数
要
望
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

例
年
、
当
局
側
に
は
自
民
党
会
派
か
ら
の
要
望
を
反
映
し
て
い

た
だ
き
、
２
月
定
例
会
で
の
議
決
を
経
て
、
新
年
度
予
算
が
執
行

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
２
月
定
例
会
で
は
、
新
年
度
も
生
き

た
予
算
に
な
る
よ
う
、
し
っ
か
り
審
議
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

ぜひご覧ください。
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１１月定例会予算特別委員会の詳しい様子は、富山県
議会のホームページでご覧いただけます。

ケーブルテレビ、インターネットで視聴いただけます。

２月議会では、３月７日（木）10：00～
予算特別委員会にて質問いたします。

Ｑ．
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
は
、
競
技
の
特
性

や
施
設
維
持
の
観
点
か
ら
、
特
定
の
施

設
で
の
み
練
習
が
許
可
さ
れ
て
い
る
も

の
や
、
競
技
人
口
や
指
導
者
の
人
数
等

の
関
係
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
ご
と
に

特
定
の
施
設
を
拠
点
と
し
て
活
動
し
て

い
る
。

当
該
施
設
に
は
、
所
管
す
る
自
治
体
が

統
廃
合
の
計
画
を
発
表
し
て
い
る
も
の

も
あ
る
。

県
と
し
て
、
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
ス

ポ
ー
ツ
環
境
の
確
保
に
取
り
組
む
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
、
問
う
。

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
が
練
習
場
所
と

し
て
い
る
自
治
体
の
体
育
施
設
に
つ
い
て
、
い

く
つ
か
が
そ
の
在
り
方
の
検
討
対
象
と
な
っ
て

い
る
が
、
設
置
主
体
で
あ
る
自
治
体
に
お
い
て

利
用
者
の
声
を
丁
寧
に
伺
っ
た
上
で
、
中
長
期

的
な
視
点
に
立
っ
て
適
切
な
施
設
運
営
を
検
討

さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
県
営
施
設
に
お
い
て
は
、
誰
も
が
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
よ
う
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に

計
画
的
に
取
り
組
み
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
環
境

の
確
保
や
充
実
に
努
め
て
い
る
。

県
と
し
て
は
、
年
齢
や
障
害
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
は
大
変
重
要

な
こ
と
と
考
え
て
お
り
、
子
ど
も
や
若
者
、
高

齢
者
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
利
用
に
配
慮
し
、

県
民
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
施
設
設
備
の
充
実

に
努
め
た
い
。

Ａ．
厚
生
部
長

※正式な議事録ではございません
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平
成
30
年
11
月
定
例
会
　

一
般
質
問
（
抜
粋
）

健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
い
て

今
年
度
新
た
に
、
低
栄
養
の
予
防
に
関
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
介
護
施
設
に
配
布
す
る
他
、
栄
養
士
向
け
に
地
域
ケ

ア
会
議
に
お
い
て
、
高
齢
者
の
健
康
・
栄
養
状
態
の
見
極
め
や
食
事
支
援
の
手

法
を
学
ぶ
研
修
会
を
開
催
す
る
。

県
と
し
て
は
、
市
町
村
や
県
栄
養
士
会
等
の
関
係
機
関
と
連
携
・
協
力
し
て
、

高
齢
者
の
低
栄
養
、
過
体
重
の
防
止
を
は
じ
め
と
す
る
介
護
予
防
に
取
り
組
み

た
い
。

Ａ．
厚
生
部
長

Ｑ．
高
齢
者
の
低
栄
養
、
過
体
重
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
地
域
包
括
の

現
場
で
も
栄
養
士
を
積
極
的
に
活
用
し
、
食
事
指
導
を
充
実
さ
せ
る
べ

き
と
考
え
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、
問
う
。

Ａ．
教
育
長

本
県
で
は
、
栄
養
教
諭
を
年
々
増
員
し
て
お
り
、
本
年
度

も
５
名
増
員
し
た
。

各
学
校
で
は
、
栄
養
教
諭
、
学
校
栄
養
職
員
、
教
職
員
が

連
携
し
、
食
に
関
す
る
指
導
教
材
の
開
発
や
、
地
場
産
食
材

の
積
極
的
な
活
用
、
家
庭
へ
の
望
ま
し
い
食
習
慣
の
啓
発
等

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

県
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
標
準
法
の
配
置
基
準
に
則
り
、

栄
養
教
諭
と
学
校
栄
養
職
員
を
配
置
し
て
い
る
が
、
市
町
村

の
意
向
も
伺
い
、
栄
養
教
諭
の
増
員
配
置
も
含
め
、
学
校
教

育
全
体
を
通
じ
た
食
に
関
す
る
指
導
を
充
実
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ．
食
育
推
進
の
た
め
に
栄
養
教
諭
の
配
置
を
充
実
さ
せ
る
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。
今
後
の
食
育
の
取
組
み
と
併
せ
て
問
う
。

栄
養
教
諭
と
は
‥

食
育
に
関
し
、
児
童
生
徒
の
指
導
お
よ
び
管
理
を
職
責
と
す
る
教
員
。

学
校
栄
養
職
員
と
は
‥

学
校
給
食
に
お
け
る
栄
養
に
関
す
る
専
門
職
。

学
校
給
食
の
充
実
や
食
育
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
栄
養
教
諭
の
活
用
が
欠

か
せ
な
い
が
、
本
県
の
栄
養
教
諭
の
配
置
は
37
人
と
、
石
川
県
の
72
人
、

福
井
県
の
60
人
に
比
べ
脆
弱
で
あ
る
。
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Ｑ．
県
産
食
材
の
使
用
率
を
高
め
る
た
め
に
、
学
校
給
食
に
お
け
る
食
材
の

規
格
基
準
を
見
直
し
、
よ
り
多
く
の
食
材
を
使
用
で
き
る
よ
う
に
す
る

と
と
も
に
、
市
町
村
に
対
し
、
食
材
の
調
達
以
外
に
も
設
備
投
資
や
人

件
費
等
に
も
支
援
の
幅
を
広
げ
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
、
問
う
。

Ａ．
農
林
水
産
部
長

一
部
の
市
町
村
で
は
、
学
校
給
食
向
け
に
農
産
物
の
出
荷
規
格
や
出
荷
方
法

の
統
一
を
図
る
と
と
も
に
、
調
理
場
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
野
菜

等
の
一
次
加
工
を
行
う
他
、
専
門
職
員
が
栄
養
教
諭
と
毎
日
打
ち
合
わ
せ
を
行

い
、
収
穫
量
に
応
じ
て
臨
機
応
変
に
対
応
す
る
等
の
取
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

県
で
は
、
市
町
村
、
Ｊ
Ａ
、
市
場
関
係
者
等
と
と
も
に
、
検
討
会
を
開
催
し
、

先
進
的
な
市
町
村
の
取
組
事
例
等
の
紹
介
や
、
情
報
共
有
に
努
め
て
い
る
。

ま
た
、
現
在
、
他
市
町
村
産
の
県
産
食
材
の
使
用
に
伴
う
掛
り
増
し
経
費
等

を
支
援
し
て
い
る
が
、
今
後
、
県
内
の
農
産
物
全
体
を
効
果
的
に
活
用
で
き
る

仕
組
み
づ
く
り
や
、
食
材
の
規
格
等
に
つ
い
て
弾
力
的
に
取
り
扱
う
方
策
に
つ

い
て
検
討
を
行
い
た
い
。

学
校
給
食
に
お
け
る
県
産
の
野
菜
、
果
物
等
の
使
用
率
は
、
平
成
20
年

度
の
15．
8
％
か
ら
29
年
度
の
21．
6
％
へ
と
、
10
年
間
で
約
６
ポ
イ
ン
ト

増
加
し
て
い
る
が
、
26
年
度
の
23．
0
％
を
ピ
ー
ク
に
伸
び
悩
ん
で
お
り
、

国
の
第
３
次
食
育
推
進
基
本
計
画
が
掲
げ
る
、
平
成
32
年
度
に
30
％
以
上

を
達
成
す
る
と
い
う
目
標
に
は
遠
く
及
ば
な
い
。

天
候
不
順
に
よ
る
県
産
野
菜
の
不
作
や
価
格
の
高
騰
の
他
、
学
校
給
食

で
は
、
効
率
性
等
の
観
点
か
ら
、
食
材
に
一
定
の
規
格
や
品
質
基
準
が
設

け
ら
れ
、
大
ロ
ッ
ト
に
よ
る
確
保
が
容
易
な
他
県
の
食
材
使
用
が
多
い
。
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Ｑ．
こ
れ
ま
で
の
健
康
寿
命
日
本
一
へ
の
取
組
み
の
成
果
は
ど
う
か
。

ま
た
「
第
７
回
健
康
寿
命
を
の
ば
そ
う
！
ア
ワ
ー
ド
」
の
「
ス
ポ
ー
ツ

庁
長
官
優
秀
賞
」
を
受
賞
し
、
本
県
の
取
組
み
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
に

つ
い
て
、
所
見
を
問
う
。

本
年
３
月
に
公
表
さ
れ
た
平
成
２８
年
の
健
康
寿
命
は
、

前
回
の
平
成
２５
年
と
比
べ
、
男
性
は
１．
６３
歳
伸
び
て
７２

．
５８
歳
、
女
性
は
１．
０１
歳
伸
び
て
７５．
７７
歳
と
な
り
、

全
国
順
位
は
、
男
性
が
第
８
位
、
女
性
が
第
４
位
と
大

幅
に
上
昇
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
本
県
の
取
組
み
が
評
価
さ
れ
、
こ
の
度

「
健
康
寿
命
を
の
ば
そ
う
！
ア
ワ
ー
ド
」
に
お
い
て
、

「
ス
ポ
ー
ツ
庁
長
官
優
秀
賞
」
を
受
賞
し
た
と
こ
ろ
。

県
と
し
て
は
、
こ
の
受
賞
や
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
富
山

の
開
催
を
健
康
づ
く
り
に
結
び
つ
け
る
絶
好
の
機
会
と

捉
え
、
人
生
１
０
０
年
時
代
を
見
据
え
た
県
民
の
健
康

づ
く
り
に
取
り
組
み
た
い
。

本
県
で
は
平
成
26
年
か
ら
、
健
康
寿
命
日
本
一
を
目
指
し
、
生
活
習
慣
、

運
動
習
慣
、
食
習
慣
の
改
善
に
向
け
た
総
合
的
な
取
り
組
み
を
開
始
。

本
県
の
健
康
寿
命
は
、
平
成
25
年
時
点
で
男
性
が
全
国
31
位
、
女
性
は
14

位
。 Ｐ

I
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平
成
２６
年
度
に
国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
、
特
定
健
診
結

果
と
医
療
情
報
の
突
合
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
現
在
は
全
市
町
村
に
お

い
て
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
、
保
健
指
導
対
象
者
を
抽
出
し
、
効
果
的

な
個
別
指
導
の
実
施
に
つ
な
げ
て
い
る
。

し
か
し
市
町
村
か
ら
は
「
特
定
健
診
結
果
と
医
療
情
報
の
突
合
に
時
間
が
か

か
る
」
と
の
意
見
も
あ
り
、
本
年
９
月
の
補
正
予
算
に
お
い
て
、
国
保
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
の
集
約
機
能
を
構
築
す
る
こ
と
と
し
た
。
引
き
続
き
、
市
町

村
の
効
率
的
・
効
果
的
な
保
健
指
導
に
つ
な
が
る
よ
う
支
援
し
た
い
。

Ａ．
厚
生
部
長

Ｑ．
国
の
方
針
で
は
、
健
診
を
受
診
し
た
人
は
も
ち
ろ
ん
、
健
診
を
受
け
て

い
な
い
人
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

方
法
の
１
つ
と
し
て
、
国
で
は
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
、
病
院

の
受
診
歴
か
ら
健
診
を
受
け
て
い
な
い
糖
尿
病
患
者
や
治
療
中
断
者
を

洗
い
出
し
、
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
を
推
奨
し
て
い
る
。

レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
活
用
の
意
義
と
、
本
県
に
お
け
る
活
用
状
況
に
つ
い

て
、
問
う
。

糖
尿
病
で
要
治
療
と
さ
れ
た
人
の
う
ち
、
４
人
に
１
人
が
未
治
療
と
言
わ

れ
て
い
る
。

糖
尿
病
は
重
症
化
す
る
リ
ス
ク
が
高
く
、
進
行
す
れ
ば
神
経
障
害
や
網
膜

症
、
糖
尿
病
腎
症
な
ど
の
合
併
症
を
引
き
起
こ
す
。
特
に
糖
尿
病
腎
症
に

な
る
と
透
析
が
必
要
に
な
る
こ
と
も
多
く
、
そ
の
医
療
費
は
年
間
一
人
当

た
り
５
０
０
万
円
と
試
算
さ
れ
て
お
り
、
重
症
化
を
食
い
止
め
る
施
策
が

重
要
で
あ
る
。

レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
と
は
‥

医
療
機
関
が
市
町
村
や
健
康
保
険
組
合
等
に
請
求
す
る
、
医
療
報
酬
の
明

細
書
の
デ
ー
タ
の
こ
と
。
レ
セ
プ
ト
に
は
、
患
者
の
氏
名
、
保
険
者
番
号

の
他
、
病
名
や
療
養
の
給
付
、
食
事
・
生
活
療
養
の
欄
が
あ
り
、
こ
れ
を

確
認
す
る
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
な
病
気
で
受
診
歴
が
あ
る
か
、
ま
た
治
療

の
継
続
や
中
断
の
有
無
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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Ｑ．
県
全
体
に
お
け
る
特
定
健
診
の
結
果
で
は
、メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
の
該
当
者
及
び
そ
の
予
備
群
は
27.
2
％
と
全
国
平
均
の
26.
2
％
よ

り
高
い
。

ま
た
、本
県
の
市
町
村
国
保
に
お
け
る
糖
尿
病
の
該
当
者
及
び
そ
の
予
備

群
の
割
合
は
10.
5
％
で
あ
る
。

本
県
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
傾
向
を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
の
か
、問

う
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
該
当
者
及
び
予
備
群

は
、
平
成
２０
年
度
は
全
国
２６．
８
％
に
対
し
、
本
県
は
２６．

４
％
だ
っ
た
が
、
平
成
２７
年
度
は
全
国
が
２６．
２
％
に
減

少
し
た
の
に
対
し
、
本
県
は
２７．
２
％
に
増
加
し
、
全
国

よ
り
も
高
い
値
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
い
わ
ゆ
る
糖
尿
病
お
よ
び
そ
の
予
備
軍
が
１０
人

に
ひ
と
り
以
上
と
い
う
高
い
割
合
に
な
っ
て
い
る
主
な
要

因
と
し
て
は
、
冷
凍
食
品
の
購
入
金
額
が
全
国
１
位
、
惣

菜
や
揚
げ
物
の
購
入
金
額
が
全
国
３
位
で
あ
る
こ
と
、
働

き
盛
り
の
世
代
に
お
い
て
野
菜
摂
取
量
が
少
な
く
、
運
動

習
慣
の
あ
る
人
の
割
合
が
低
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

平
成
30
年
11
月
定
例
会
　

一
般
質
問
（
抜
粋
）

Ａ．
知
　

事

Ａ．
厚
生
部
長
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平
成
30
年
11
月
定
例
会
　

一
般
質
問
（
抜
粋
）

健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
い
て

今
年
度
新
た
に
、
低
栄
養
の
予
防
に
関
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
介
護
施
設
に
配
布
す
る
他
、
栄
養
士
向
け
に
地
域
ケ

ア
会
議
に
お
い
て
、
高
齢
者
の
健
康
・
栄
養
状
態
の
見
極
め
や
食
事
支
援
の
手

法
を
学
ぶ
研
修
会
を
開
催
す
る
。

県
と
し
て
は
、
市
町
村
や
県
栄
養
士
会
等
の
関
係
機
関
と
連
携
・
協
力
し
て
、

高
齢
者
の
低
栄
養
、
過
体
重
の
防
止
を
は
じ
め
と
す
る
介
護
予
防
に
取
り
組
み

た
い
。

Ａ．
厚
生
部
長

Ｑ．
高
齢
者
の
低
栄
養
、
過
体
重
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
地
域
包
括
の

現
場
で
も
栄
養
士
を
積
極
的
に
活
用
し
、
食
事
指
導
を
充
実
さ
せ
る
べ

き
と
考
え
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、
問
う
。

Ａ．
教
育
長

本
県
で
は
、
栄
養
教
諭
を
年
々
増
員
し
て
お
り
、
本
年
度

も
５
名
増
員
し
た
。

各
学
校
で
は
、
栄
養
教
諭
、
学
校
栄
養
職
員
、
教
職
員
が

連
携
し
、
食
に
関
す
る
指
導
教
材
の
開
発
や
、
地
場
産
食
材

の
積
極
的
な
活
用
、
家
庭
へ
の
望
ま
し
い
食
習
慣
の
啓
発
等

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

県
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
標
準
法
の
配
置
基
準
に
則
り
、

栄
養
教
諭
と
学
校
栄
養
職
員
を
配
置
し
て
い
る
が
、
市
町
村

の
意
向
も
伺
い
、
栄
養
教
諭
の
増
員
配
置
も
含
め
、
学
校
教

育
全
体
を
通
じ
た
食
に
関
す
る
指
導
を
充
実
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ．
食
育
推
進
の
た
め
に
栄
養
教
諭
の
配
置
を
充
実
さ
せ
る
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。
今
後
の
食
育
の
取
組
み
と
併
せ
て
問
う
。

栄
養
教
諭
と
は
‥

食
育
に
関
し
、
児
童
生
徒
の
指
導
お
よ
び
管
理
を
職
責
と
す
る
教
員
。

学
校
栄
養
職
員
と
は
‥

学
校
給
食
に
お
け
る
栄
養
に
関
す
る
専
門
職
。

学
校
給
食
の
充
実
や
食
育
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
栄
養
教
諭
の
活
用
が
欠

か
せ
な
い
が
、
本
県
の
栄
養
教
諭
の
配
置
は
37
人
と
、
石
川
県
の
72
人
、

福
井
県
の
60
人
に
比
べ
脆
弱
で
あ
る
。
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Ｑ．
県
産
食
材
の
使
用
率
を
高
め
る
た
め
に
、
学
校
給
食
に
お
け
る
食
材
の

規
格
基
準
を
見
直
し
、
よ
り
多
く
の
食
材
を
使
用
で
き
る
よ
う
に
す
る

と
と
も
に
、
市
町
村
に
対
し
、
食
材
の
調
達
以
外
に
も
設
備
投
資
や
人

件
費
等
に
も
支
援
の
幅
を
広
げ
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
、
問
う
。

Ａ．
農
林
水
産
部
長

一
部
の
市
町
村
で
は
、
学
校
給
食
向
け
に
農
産
物
の
出
荷
規
格
や
出
荷
方
法

の
統
一
を
図
る
と
と
も
に
、
調
理
場
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
野
菜

等
の
一
次
加
工
を
行
う
他
、
専
門
職
員
が
栄
養
教
諭
と
毎
日
打
ち
合
わ
せ
を
行

い
、
収
穫
量
に
応
じ
て
臨
機
応
変
に
対
応
す
る
等
の
取
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

県
で
は
、
市
町
村
、
Ｊ
Ａ
、
市
場
関
係
者
等
と
と
も
に
、
検
討
会
を
開
催
し
、

先
進
的
な
市
町
村
の
取
組
事
例
等
の
紹
介
や
、
情
報
共
有
に
努
め
て
い
る
。

ま
た
、
現
在
、
他
市
町
村
産
の
県
産
食
材
の
使
用
に
伴
う
掛
り
増
し
経
費
等

を
支
援
し
て
い
る
が
、
今
後
、
県
内
の
農
産
物
全
体
を
効
果
的
に
活
用
で
き
る

仕
組
み
づ
く
り
や
、
食
材
の
規
格
等
に
つ
い
て
弾
力
的
に
取
り
扱
う
方
策
に
つ

い
て
検
討
を
行
い
た
い
。

学
校
給
食
に
お
け
る
県
産
の
野
菜
、
果
物
等
の
使
用
率
は
、
平
成
20
年

度
の
15．
8
％
か
ら
29
年
度
の
21．
6
％
へ
と
、
10
年
間
で
約
６
ポ
イ
ン
ト

増
加
し
て
い
る
が
、
26
年
度
の
23．
0
％
を
ピ
ー
ク
に
伸
び
悩
ん
で
お
り
、

国
の
第
３
次
食
育
推
進
基
本
計
画
が
掲
げ
る
、
平
成
32
年
度
に
30
％
以
上

を
達
成
す
る
と
い
う
目
標
に
は
遠
く
及
ば
な
い
。

天
候
不
順
に
よ
る
県
産
野
菜
の
不
作
や
価
格
の
高
騰
の
他
、
学
校
給
食

で
は
、
効
率
性
等
の
観
点
か
ら
、
食
材
に
一
定
の
規
格
や
品
質
基
準
が
設

け
ら
れ
、
大
ロ
ッ
ト
に
よ
る
確
保
が
容
易
な
他
県
の
食
材
使
用
が
多
い
。
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Ｑ．
こ
れ
ま
で
の
健
康
寿
命
日
本
一
へ
の
取
組
み
の
成
果
は
ど
う
か
。

ま
た
「
第
７
回
健
康
寿
命
を
の
ば
そ
う
！
ア
ワ
ー
ド
」
の
「
ス
ポ
ー
ツ

庁
長
官
優
秀
賞
」
を
受
賞
し
、
本
県
の
取
組
み
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
に

つ
い
て
、
所
見
を
問
う
。

本
年
３
月
に
公
表
さ
れ
た
平
成
２８
年
の
健
康
寿
命
は
、

前
回
の
平
成
２５
年
と
比
べ
、
男
性
は
１．
６３
歳
伸
び
て
７２

．
５８
歳
、
女
性
は
１．
０１
歳
伸
び
て
７５．
７７
歳
と
な
り
、

全
国
順
位
は
、
男
性
が
第
８
位
、
女
性
が
第
４
位
と
大

幅
に
上
昇
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
本
県
の
取
組
み
が
評
価
さ
れ
、
こ
の
度

「
健
康
寿
命
を
の
ば
そ
う
！
ア
ワ
ー
ド
」
に
お
い
て
、

「
ス
ポ
ー
ツ
庁
長
官
優
秀
賞
」
を
受
賞
し
た
と
こ
ろ
。

県
と
し
て
は
、
こ
の
受
賞
や
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
富
山

の
開
催
を
健
康
づ
く
り
に
結
び
つ
け
る
絶
好
の
機
会
と

捉
え
、
人
生
１
０
０
年
時
代
を
見
据
え
た
県
民
の
健
康

づ
く
り
に
取
り
組
み
た
い
。

本
県
で
は
平
成
26
年
か
ら
、
健
康
寿
命
日
本
一
を
目
指
し
、
生
活
習
慣
、

運
動
習
慣
、
食
習
慣
の
改
善
に
向
け
た
総
合
的
な
取
り
組
み
を
開
始
。

本
県
の
健
康
寿
命
は
、
平
成
25
年
時
点
で
男
性
が
全
国
31
位
、
女
性
は
14

位
。 Ｐ

I
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K 
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平
成
２６
年
度
に
国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
、
特
定
健
診
結

果
と
医
療
情
報
の
突
合
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
現
在
は
全
市
町
村
に
お

い
て
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
、
保
健
指
導
対
象
者
を
抽
出
し
、
効
果
的

な
個
別
指
導
の
実
施
に
つ
な
げ
て
い
る
。

し
か
し
市
町
村
か
ら
は
「
特
定
健
診
結
果
と
医
療
情
報
の
突
合
に
時
間
が
か

か
る
」
と
の
意
見
も
あ
り
、
本
年
９
月
の
補
正
予
算
に
お
い
て
、
国
保
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
の
集
約
機
能
を
構
築
す
る
こ
と
と
し
た
。
引
き
続
き
、
市
町

村
の
効
率
的
・
効
果
的
な
保
健
指
導
に
つ
な
が
る
よ
う
支
援
し
た
い
。

Ａ．
厚
生
部
長

Ｑ．
国
の
方
針
で
は
、
健
診
を
受
診
し
た
人
は
も
ち
ろ
ん
、
健
診
を
受
け
て

い
な
い
人
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

方
法
の
１
つ
と
し
て
、
国
で
は
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
を
活
用
し
て
、
病
院

の
受
診
歴
か
ら
健
診
を
受
け
て
い
な
い
糖
尿
病
患
者
や
治
療
中
断
者
を

洗
い
出
し
、
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
を
推
奨
し
て
い
る
。

レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
活
用
の
意
義
と
、
本
県
に
お
け
る
活
用
状
況
に
つ
い

て
、
問
う
。

糖
尿
病
で
要
治
療
と
さ
れ
た
人
の
う
ち
、
４
人
に
１
人
が
未
治
療
と
言
わ

れ
て
い
る
。

糖
尿
病
は
重
症
化
す
る
リ
ス
ク
が
高
く
、
進
行
す
れ
ば
神
経
障
害
や
網
膜

症
、
糖
尿
病
腎
症
な
ど
の
合
併
症
を
引
き
起
こ
す
。
特
に
糖
尿
病
腎
症
に

な
る
と
透
析
が
必
要
に
な
る
こ
と
も
多
く
、
そ
の
医
療
費
は
年
間
一
人
当

た
り
５
０
０
万
円
と
試
算
さ
れ
て
お
り
、
重
症
化
を
食
い
止
め
る
施
策
が

重
要
で
あ
る
。

レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
と
は
‥

医
療
機
関
が
市
町
村
や
健
康
保
険
組
合
等
に
請
求
す
る
、
医
療
報
酬
の
明

細
書
の
デ
ー
タ
の
こ
と
。
レ
セ
プ
ト
に
は
、
患
者
の
氏
名
、
保
険
者
番
号

の
他
、
病
名
や
療
養
の
給
付
、
食
事
・
生
活
療
養
の
欄
が
あ
り
、
こ
れ
を

確
認
す
る
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
な
病
気
で
受
診
歴
が
あ
る
か
、
ま
た
治
療

の
継
続
や
中
断
の
有
無
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｐ
I
C
K 

U
P
　

Ｑ．
県
全
体
に
お
け
る
特
定
健
診
の
結
果
で
は
、メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
の
該
当
者
及
び
そ
の
予
備
群
は
27.
2
％
と
全
国
平
均
の
26.
2
％
よ

り
高
い
。

ま
た
、本
県
の
市
町
村
国
保
に
お
け
る
糖
尿
病
の
該
当
者
及
び
そ
の
予
備

群
の
割
合
は
10.
5
％
で
あ
る
。

本
県
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
傾
向
を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
の
か
、問

う
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
該
当
者
及
び
予
備
群

は
、
平
成
２０
年
度
は
全
国
２６．
８
％
に
対
し
、
本
県
は
２６．

４
％
だ
っ
た
が
、
平
成
２７
年
度
は
全
国
が
２６．
２
％
に
減

少
し
た
の
に
対
し
、
本
県
は
２７．
２
％
に
増
加
し
、
全
国

よ
り
も
高
い
値
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
い
わ
ゆ
る
糖
尿
病
お
よ
び
そ
の
予
備
軍
が
１０
人

に
ひ
と
り
以
上
と
い
う
高
い
割
合
に
な
っ
て
い
る
主
な
要

因
と
し
て
は
、
冷
凍
食
品
の
購
入
金
額
が
全
国
１
位
、
惣

菜
や
揚
げ
物
の
購
入
金
額
が
全
国
３
位
で
あ
る
こ
と
、
働

き
盛
り
の
世
代
に
お
い
て
野
菜
摂
取
量
が
少
な
く
、
運
動

習
慣
の
あ
る
人
の
割
合
が
低
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

平
成
30
年
11
月
定
例
会
　

一
般
質
問
（
抜
粋
）

Ａ．
知
　

事

Ａ．
厚
生
部
長
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向
春
の
候
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

31
年
目
を
迎
え
た
平
成
と
い
う
時
代
を
振
り
返
る
と
、
バ
ブ
ル
の
好
景
気

と
そ
の
後
の
崩
壊
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
加
え
、
消
費
税
の
導
入
や
増
税
、

政
権
交
代
、
未
曽
有
の
震
災
、
諸
外
国
の
台
頭
等
、
数
え
上
げ
れ
ば
き
り
が

あ
り
ま
せ
ん
が
、
激
動
の
時
代
だ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

い
よ
い
よ
５
月
に
は
、
改
元
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎
え
ま
す
。
今
回
の

改
元
は
、
天
皇
陛
下
が
ご
存
命
の
ま
ま
迎
え
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
こ
れ
ま

で
と
は
違
い
、
お
祝
い
ム
ー
ド
の
中
、
新
し
い
時
代
の
到
来
を
感
じ
ら
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

世
界
に
類
を
見
な
い
少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
に
直
面
し
て
い
る
日
本
に

お
い
て
、
新
た
な
時
代
に
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
打
破
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
と
行
動
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
富
山
県
に
お
い
て
も
、
今
年
は
富
山
湾
が
加
盟
す
る
「
世
界
で
最
も

美
し
い
湾
ク
ラ
ブ
」
の
世
界
総
会
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
来
年
に
は
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
控
え
て
い
ま
す
。
海
外
や
首
都

圏
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
込
み
、
富
山
県
の
更
な
る
発
展
に
繋
げ
る
施
策
作

り
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
富
山
県
に
暮
ら
す
私
た
ち
ひ
と
り

ひ
と
り
が
夢
と
希
望
を
も
っ
て
一
歩
踏
み
出
せ
る
土
壌
づ
く
り
に
邁
進
し
て

い
き
ま
す
。

連 絡 先

076（431）5244 ＦＡＸ076（441）8421

友達リクエストの際にはメッセージを一緒に送って頂くようお願いします。
本人アカウント　奥野詠子（@Eiko_Okuno）　後援会アカウント　奥野詠子県議　後援会　詠桜会（@eiokai）

Facebook
ホームページ http://www.okunoeiko.jp/

Twitter

２
月
定
例
会
は
、
新
年
度
予
算
に
係
る
議
会
に
な
る
た
め
、
例

年
最
も
審
議
時
間
が
長
く
、
会
期
も
長
い
定
例
会
に
な
っ
て
い
ま

す
。当

局
は
、
新
年
度
に
向
け
て
、
秋
か
ら
事
業
の
継
続
や
廃
止
、

新
規
事
業
に
つ
い
て
検
討
に
入
り
ま
す
。
そ
し
て
年
が
明
け
た
１

月
下
旬
か
ら
、
知
事
が
各
部
局
に
対
し
て
方
針
や
各
事
業
の
詳
細

な
説
明
を
求
め
る
「
知
事
ヒ
ア
リ
ン
グ
」
が
実
施
さ
れ
、
定
例
会

に
か
け
る
新
年
度
予
算
案
が
作
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

一
方
、
私
た
ち
自
民
党
会
派
は
、
政
務
調
査
会
を
中
心
に
新
年

度
の
重
点
事
業
や
予
算
配
分
に
つ
い
て
、
知
事
に
申
し
入
れ
る
新

年
度
案
を
作
り
、
例
年
２
月
上
旬
に
知
事
と
党
折
衝
を
行
っ
て
い

ま
す
。

来
年
度
は
、
土
木
工
事
の
十
分
な
予
算
確
保
や
、
農
業
用
水
で

の
事
故
多
発
を
受
け
た
農
業
用
水
の
管
理
予
算
、
県
立
学
校
の
エ

ア
コ
ン
設
置
や
老
朽
化
施
設
の
対
策
、
富
山
南
警
察
署
の
建
設
や

交
番
の
建
て
替
え
と
、
そ
の
安
全
対
策
等
、
様
々
な
項
目
に
つ
い

て
積
算
を
繰
り
返
し
、
自
民
党
案
を
申
し
入
れ
ま
し
た
。

ま
た
政
策
的
に
は
、
自
民
党
Ｐ
Ｔ
で
進
め
、
２
月
定
例
会
で
上

程
す
る
予
定
の
「
中
山
間
地
域
に
お
け
る
持
続
可
能
な
地
域
社
会

の
形
成
に
関
す
る
条
例
（
案
）
」
を
根
拠
と
し
た
組
織
改
編
や
施

策
に
つ
い
て
、
ま
た
産
業
や
教
育
、
観
光
等
の
分
野
に
お
い
て
も

多
数
要
望
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

例
年
、
当
局
側
に
は
自
民
党
会
派
か
ら
の
要
望
を
反
映
し
て
い

た
だ
き
、
２
月
定
例
会
で
の
議
決
を
経
て
、
新
年
度
予
算
が
執
行

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
２
月
定
例
会
で
は
、
新
年
度
も
生
き

た
予
算
に
な
る
よ
う
、
し
っ
か
り
審
議
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

ぜひご覧ください。
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１１月定例会予算特別委員会の詳しい様子は、富山県
議会のホームページでご覧いただけます。

ケーブルテレビ、インターネットで視聴いただけます。

２月議会では、３月７日（木）10：00～
予算特別委員会にて質問いたします。

Ｑ．
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
は
、
競
技
の
特
性

や
施
設
維
持
の
観
点
か
ら
、
特
定
の
施

設
で
の
み
練
習
が
許
可
さ
れ
て
い
る
も

の
や
、
競
技
人
口
や
指
導
者
の
人
数
等

の
関
係
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
ご
と
に

特
定
の
施
設
を
拠
点
と
し
て
活
動
し
て

い
る
。

当
該
施
設
に
は
、
所
管
す
る
自
治
体
が

統
廃
合
の
計
画
を
発
表
し
て
い
る
も
の

も
あ
る
。

県
と
し
て
、
障
が
い
の
あ
る
人
へ
の
ス

ポ
ー
ツ
環
境
の
確
保
に
取
り
組
む
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
、
問
う
。

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
が
練
習
場
所
と

し
て
い
る
自
治
体
の
体
育
施
設
に
つ
い
て
、
い

く
つ
か
が
そ
の
在
り
方
の
検
討
対
象
と
な
っ
て

い
る
が
、
設
置
主
体
で
あ
る
自
治
体
に
お
い
て

利
用
者
の
声
を
丁
寧
に
伺
っ
た
上
で
、
中
長
期

的
な
視
点
に
立
っ
て
適
切
な
施
設
運
営
を
検
討

さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
県
営
施
設
に
お
い
て
は
、
誰
も
が
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
よ
う
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に

計
画
的
に
取
り
組
み
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
環
境

の
確
保
や
充
実
に
努
め
て
い
る
。

県
と
し
て
は
、
年
齢
や
障
害
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
は
大
変
重
要

な
こ
と
と
考
え
て
お
り
、
子
ど
も
や
若
者
、
高

齢
者
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
利
用
に
配
慮
し
、

県
民
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
施
設
設
備
の
充
実

に
努
め
た
い
。

Ａ．
厚
生
部
長

※正式な議事録ではございません


